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はじめに 

「土木における木材の利用拡大に関する横断的研究会(以下、「横断的研究会」という。)は、豊

富に蓄積された森林資源を土木分野で積極的に活用し地球環境問題に貢献するという旗印の下、

2007年に（一社）日本森林学会、（一社）日本木材学会、（公社）土木学会が協力して立ち上げた

団体です。土木学会に「木材工学委員会」が設置された2012年以降は、木材工学委員会と連携

しながら、土木における木材の利用拡大に向け、共同研究の推進、シンポジウムの開催などの活

動を続けております。 

2012年3月に提言「土木分野における木材の利用拡大に向けて」を、2017年3月には第2次

提言「土木分野での木材利用拡大に向けて-地球温暖化緩和・林業再生・持続可能な建設産業を

目指して-」を先の3学会と共に作成し、関係省庁等に提出しました。さらに、第2次提言に合わせ

て「土木技術者のための木材工学入門」を出版し、木材になじみのない土木技術者に対して森林

や木材を分かりやすく解説する取組も始めました。この入門書は発行から日が浅いにもかかわら

ず初版が完売し、現在は注文の都度オンデマンド印刷で対応しているところです。さらに本年度

は、土木分野の研究者や技術者が木材や木材利用に対して抱く素朴な疑問に答える「土木と木

材Ｑ＆Ａ」の発行を計画するなど、土木分野で木材を利用する際の垣根を低くするような取組を

続けているところです。 

一 方 、 世 界 に 目 を 転 じ れ ば 、 2015 年 9 月 の 国 連 サ ミ ッ ト で 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標

（Sustainable Development Goals－ＳＤＧｓ）」が採択されるなど、土木分野はもとより様々

な分野でSDGsの17の目標に挙げられた169のターゲットを意識した取組が求められるように

なっており、我が国においてもSDGsに向けた取組が官民一体となって進められています。我が

国に豊富に蓄積された木材資源は、目標7「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」、目標9「産

業と技術革新の基盤をつくろう」、目標11「住み続けられるまちづくりを」、目標12「つくる責任つ

かう責任」、目標13「気候変動に具体的な対策を」、目標14「海の豊かさをまもろう」、目標15「陸

の豊かさもまもろう」などSDGｓの複数の目標と親和性が極めて高い材料であることから、土木

工事に木材をうまく取り入れることによってこれらの目標やターゲットに土木分野もこれまで以上

に貢献することが可能となります。 

そこで本年度の木材利用シンポジウムでは、長年にわたり木材の炭素貯蔵効果を研究し「国連

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」などにも研究成果を提供してきた東京大学農学生命

研究科恒次祐子教授を特別講演にお招きし、気候変動対策をはじめとする様々なSDGsの目標

と木材との関係や、木材を利用することで可能となるSDGsへの貢献についてお話しいただく機

会を設けることとしました。また、特別講演に併せて、木材工学研究発表会優秀講演者表彰式、木

材工学委員会研究小委員会活動などについてもご報告させていただきます。本シンポジウムと本

冊子が、土木分野における木材の需要拡大に向けた皆様の一助となれは幸゙いです。 

最後になりましたが、幹事学会として事務局運営や会議室の提供など多大なこ協゙力をいただい

ております土木学会並ひに゙関係各位に感謝申し上げ、今後の活動にさらなるご協力をお願い申し

上げます。 

202２年 5 月 土木における木材の利用拡大に関する横断的研究会 委員長 桃原郁夫 
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第12回木材利用シンポジウム 

第１部 

SDGs時代における木材利用

「～パリ協定とカーボンニュートラル～」 

恒次祐子 東京大学農学生命科学研究科教授 
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IPCC, 2018: Summary for Policymakers. In: Global Warming of 1.5ºC
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1. Parties should take action to conserve and enhance, as 
appropriate, sinks and reservoirs of greenhouse gases as
referred to in Article 4, paragraph 1 (d), of the
Convention, including forests.

1. 1(d)
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1(d). …

4

1(d). Promote sustainable management, and promote and cooperate in 
the conservation and enhancement, as appropriate, of sinks and 
reservoirs of all greenhouse gases not controlled by the Montreal
Protocol, including biomass, forests and oceans as well as other 
terrestrial, coastal and marine ecosystems;
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第2部 

木材工学委員会活動報告 

1. CO2収支評価研究小委員会

2. 木橋研究小委員会

3. 地中使用木材の耐久性と

耐震性研究小委員会 

4. 木製建設資材に関する研究小委員会
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第12回木材利用シンポジウム 小委員会報告

CO2収支評価研究小委員会

（1）土木における木材利用の実態調査

（2）木材利用の受容性の調査

日時：2022年5月16日（月）
場所：土木学会講堂（オンライン併用）

小委員会メンバー

氏名 所属

池田 穣 安藤ハザマ

加用 千裕  東京農工大学

木村 礼夫 ジェイアール総研エンジニアリング

久保山 裕史 森林総合研究所

佐々木 貴信 北海道大学

外崎真理雄 森林総合研究所

沼田 淳紀 飛島建設

野田 龍 秋田県立大学

橋本 征二 立命館大学

村野 昭人 東洋大学

（50音順）
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（1）土木における木材利用の実態調査

⽤途 利⽤拡⼤
の可能性 コメント

地盤改良（⽊杭） ◎
「環境パイル」「LP‐LiC⼯法」「LP‐SoC⼯法」をはじめ、近
年においても新たな⼯法開発が進んでいること、住宅向け
を主体に⽤途拡⼤の傾向がみられることもあり、今後も普
及が進んでいくことが予想される。

各種公園施設
（公園内の⽊柵、遊具、
サイン、東屋など）

△ ⾃治体などの⾏政の影響が⼤きい。全般的には⾃治体から
の発注は減少傾向にある。

⽊造構造物
（⽊柵、⽊橋、⽊塀、
ガードレールなど）

△
⾃治体などの⾏政の影響が⼤きい。全般的には⾃治体から
の発注は減少傾向にある。地域によっては、ガードレール、
⽊塀などを積極的に採⽤する動向もみられる。

治⼭ダム 〇
⽊材利⽤に結び付きやすい側⾯がある。残存型枠などの⽊
材利⽤が⼀般化しているほか、優れた⼯法については、⼀
気にシェアを拡⼤する事例もみられる。

その他（⼟留め、の
り⾯保護、漁礁/⽊⼯
沈床、舗装など）

△ ⽊材を利⽤することで、環境対応⼯法として展開している
が、受注実績は限定的となっている。

【木材利用実態および利用拡大の可能性】
土木分野での木材利用実績がある事業者10社にヒアリング調査を行った。

（1）土木における木材利用の実態調査

地盤改良（⽊杭）
・条件によっては有利だが、コスト⾼になる傾向に
ある．

・⽊材の安定的な供給/調達

各種公園施設
（公園内の⽊柵、遊具、
サイン、東屋など）

・腐⾷の問題
・管理/点検に⼿間がかかる
・⾃治体の財政難
・コスト⾼になる傾向にある

⽊造構造物
（⽊柵、⽊橋、⽊塀、
ガードレールなど）

・⾃治体の動きが鈍い。
・維持管理の仕組みが必要。
・腐⾷しやすい。

治⼭ダム ・残存型枠⼯法に対する不信や誤解
・仕様によっては、コスト⾼が採⽤の障壁となる。

舗装 ・職⼈不⾜によるコスト⾼

【木材利用拡大に向けた課題】
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（2）木材利用の受容性の調査

【調査概要】
方法：WEBアンケート
調査期間：令和4年2月4日～2月7日
対象：全国の18～99歳の一般市民
回答数：4000

⇐性別・年代・居住地方で割付

【調査項目】
・木材利用に対する印象
・気候変動・炭素吸収・日本の森林に関する知識
・CLT（Cross Laminated Timber）の認知度
・CLTを土木利用することの受容性

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

（2）木材利用の受容性の調査

(ｎ) (%)

(4000)

男性 (1977)

⼥性 (2023)

18〜19歳 (93)

20代 (512)

30代 (591)

40代 (768)

50代 (697)

60代 (657)

70代以上 (682)

全体

性別

年代

可能な限り使⽤すべきである, 1

25.5

28.6

22.4

20.4

15.0

14.0

24.3

24.7

30.0

41.6

なるべく使⽤すべきである

25.1

26.2

23.9

20.4

21.9

23.7

21.2

23.4

29.1

31.4

どちらとも⾔えない

35.1

31.2

38.8

25.8

38.1

42.6

40.6

38.9

32.4

19.8

なるべく使⽤すべきではない

5.3

6.1

4.5

19.4

9.6

6.8

4.8

4.2

3.0

2.6

使⽤すべきではない

1.2

1.6

0.7

3.2

2.5

1.7

1.0

0.7

0.6

0.6

分からない

8.0

6.3

9.6

10.8

12.9

11.2

7.9

8.2

4.9

4.0

【木材を使用すべきと考えますか？】

否定的肯定的
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（2）土木における木材利用の受容性の調査

【木材を使用すべき理由（複数回答）】 n＝2021
・天然素材であり環境問題を起こす心配がないから 50.8％
・木材を利用することは森林のために良いから 49.3％
・見たり触ったりしたときの感じがよいから 45.9％
・木材は二酸化炭素を大気から吸収して貯蔵する能力があるか
ら 36.2％

・木材は燃料を必要とせず自然に成長し環境にやさしいから
35.1％

【木材を使用すべきでない理由（複数回答）】n＝258
・森林を減らし環境破壊となるから 75.2％
・燃えやすいから 28.7％
・木材は腐ったり、虫に食われたりするから 24.0％

（2）土木における木材利用の受容性の調査

【国産材の利用が低迷していることで、日本の森林が高齢化して
いることを知っていますか？】
・よく知っている 14.5％
・良くは知らないが、聞いたことがある。 47.0％
・知らない 38.6％

【森林が二酸化炭素を吸収していることを知っていますか？】
・よく知っている 59.6％
・良くは知らないが、聞いたことがある 31.3％
・知らない 9.2％

【森林の高齢化により、二酸化炭素の吸収能力が低下していくこ
とが懸念されていることを知っていますか？】
・よく知っている 19.5％
・良くは知らないが、聞いたことがある 41.1％
・知らない 39.4％
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（2）木材利用の受容性の調査

・アンケートで回答者に提示した、CLTの説明資料
CLTとはCross Laminated Timber （JASでは直交集成板） の略称で、ひき板を並べた後、
繊維方向が直交するように積み重ねて接着した木質系材料です。

ヨーロッパや北米では、CLTを使った10階建て以上の高層建築が建てられるなど、
CLTの利用は近年になり各国で急速な伸びを見せています。日本でもCLTの製造規格
や、CLT関連の建築基準が定められるなど、利用が進められています。

2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略には、炭素を貯蔵する木材の積
極的な利用が盛り込まれており、その中でCLTは木材利用を促進する部材として位置づ
けられています。 （245文字）

一般社団法人 日本CLT協会HPより

□メリット
・断熱性や耐火性、遮音性に優れる。
・扱いやすい材料・工法のため、職方（職人）
不足等の課題解決につながる。

・鉄筋コンクリートの1/5 程度と軽く、運搬費用
や基礎工事の費用を抑えられる。

・壁等で木質感を表現できる。
・再利用が可能な材料である。

□デメリット
・材料コストが高い。
・施工事例が少なく、技術者が少ない。

（2）木材利用の受容性の調査

賛成

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(%)

(ｎ) (%)

(4000)

男性 (1977)

⼥性 (2023)

18〜19歳 (93)

20代 (512)

30代 (591)

40代 (768)

50代 (697)

60代 (657)

70代以上 (682)

全体

性別

年代

賛成

20.3

23.7

16.9

30.1

16.4

14.9

18.0

17.8

20.7

31.2

どちらかと⾔えば賛成

33.7

33.3

34.0

39.8

34.4

33.8

30.2

29.3

36.8

37.5

どちらでもない

42.5

38.6

46.2

30.1

44.1

47.0

47.5

50.6

38.8

28.3

どちらかと⾔えば反対

2.9

3.5

2.4

4.1

3.6

3.6

2.7

2.5

反対

反対

【CLTを土木分野に利用することについてどのような印象を持っていますか？】
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（2）木材利用の受容性の調査

【CLTの土木利用に賛成の理由（複数回答）】n＝2158
・環境に良いと思うから 76.6％
・自然のぬくもりを感じるから 46.4％
・景観が良いと思うから 27.5％
・健康に良いと思うから 17.7％

【CLTの土木利用に反対の理由（複数回答）】n＝144
・鉄やコンクリートなど他の材料で十分だから 35.4％
・コストが高そうだから 23.6％
・特に理由は無い 23.6％

謝辞

謝辞：報告内容は、「令和3年度林業成長産業化総合対策

補助金等（CLT・LVL等の建築物への利用環境整備事

業のうちCLT・LVL等を活用した建築物の低コスト化・

検証等）」の支援を受けて実施したものである。

「土木における木材利用の実態調査」の実施にあたって

は、日本森林学会・日本木材学会・土木学会の協力を

頂いた。
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⽊橋研究⼩委員会活動報告

北海道⼤学⼤学院 佐々⽊貴信

⼟⽊学会第76回年次学術講演会 研究討論会(11) 2021.9.6 オンライン開催

｢新しい⽊質材料 CLTの床版利⽤を考える｣
⽊材⼯学委員会・⽊橋研究⼩委員会

直交集成板（CLT）の特徴 宮武 敦 （国⽴研究開発法⼈ 森林研究整備機構
森林総合研究所）

CLTの⼟⽊利⽤の取り組み 林 知⾏ （京都⼤学 ⽣存圏研究所）
国内外の事例と課題 渡辺 浩 （福岡⼤学）
CLT床版の設計 平沢 秀之（函館⼯業⾼等専⾨学校）
耐久性向上技術 宮内 輝久（北海道⽴総合研究機構 林産試験場）
床版補修の現状と課題 ⽯井 博典（横河ブリッジホールディングス）

座⻑ 佐々⽊貴信（北海道⼤学⼤学院 農学研究院）

35



研究討論会 オンライン開催の話題提供者

直交集成板（CLT，Cross Laminated Timber）
1990年代後半からオーストリアを中⼼に開発され、⽊造建築の
床や壁などの⾯材料として、欧⽶において普及している新しい
⽊質材料

国内で製造できる⼀番⼤きなサイズ（3m×12m）のスギCLTパネル
（銘建⼯業︓岡⼭県）

3m12m
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https://www.nordic.ca/

13階建てのＣＬＴ建築（カナダ・ケベックシティ）

2019 年 CLT の年間製造量はおよそ 15,000 m³となった。これまで建築分
野での利⽤が推進されてきたが、 今後さらに消費拡⼤を⽬指すには他分野へ
の活⽤研究が必要 引⽤︓内閣官房ＣＬＴ活⽤促進のための政府⼀元窓⼝

ＣＬＴを活⽤した建築物の整備状況について
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CLTの普及に向けた新ロードマップ 2021年3⽉

CLTの更なる利⽤拡⼤を⽬
指した新たなロードマップ
には、初めて建築以外の分
野での活⽤として「⼟⽊分
野での活⽤」が明記された

本研究討論会ではCLTの⼟
⽊利⽤の⼀つとして、床版
⽤途について考える

引⽤︓内閣官房ＣＬＴ活⽤促進
のための政府⼀元窓⼝

⼟⽊分野での⽊材利⽤の意義
①国産材の需要拡⼤への貢献

引⽤︓林野庁「令和元年（2019年）⽊材需給表」
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⼟⽊分野での⽊材利⽤の意義
②2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現への貢献

引⽤︓林野庁 令和2年度 森林・林業⽩書

直交集成板（CLT）の特徴

Forestry and Forest Products Research Institute

1
0

森林研究・整備機構 森林総合研究
所複合材料研究領域 チーム⻑ 宮武敦
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様々な⽊質材料

ひき板（ラミナ）

フインガージョイント

たて継ぎ材

集成材

ＬＶＬ（単板積層材）

単板（ベニア）

平行積層

ＰＳＬ (Parallel Strand Lumber)

長いストランド ＯＳＬ(Oriented Strand Lumber)

一方向配向

製材品

木質材料には含まれない

たて継ぎ

平行積層

裂いた単板を平行積層

切 断

単 板 切 削

大型ナイフ

削片化
圧 締

11

軸材系

森林総合研究所 宮武敦⽒提供

12

合板

直交積層

直交配向

短いストランド

パーティクルボード

ファイバーボード

パーティクル

ファイバー

非配向

非配向

端材・廃材など

ＯＳＢ（Oriented Strand Board）

解繊

単 板(ベ ニ ア)

製材品の板

接着

木質材料には含まれない

集成材

圧締

ひき板
エレメントの方向

一方向

直交

ランダム

直交

ランダム

圧締

圧締

削片化

単 板 切 削

大型ナイフ

切 断

様々な⽊質材料
⾯材系

森林総合研究所 宮武敦⽒提供
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CLT︓Cross Laminated Timber
クロスラミネイティドティンバー

直交集成板

13

350万m3

174万m3
1.3万m3

20万m3

森林総合研究所 宮武敦⽒提供

CLTの特徴
 ⼨法安定性の改善 繊維直交⽅向安定性の向上 ⇒ 製品⼨法の⼤きさ

含⽔率1%変化時1m材の膨潤収縮量 L︓T＝0.1mm︓2.5mm

 強度異⽅性の改善 繊維直交⽅向強度の向上 ⇒ ⼆⽅向応⼒伝達
曲げヤング率 L:T＝7.5kN/mm2︓0.3kN/mm2

 ⼤断⾯・⼤⾯積化による⾼耐⼒・⾼剛性 ⇒ 低質材の⼤量使⽤

CLT集成パネル

繊維直交⽅向
弱軸、90°繊維直交⽅向（T）

14森林総合研究所 宮武敦⽒提供

41



15

強軸＝平⾏層

弱軸＝直交層

プライ＝ラミナ1枚
層＝同じ繊維⽅向のプライ
外層＝最も外側の層
内層＝外層以外の層
⻑さ＝強軸⽅向の辺⻑
幅＝弱軸⽅向の辺⻑

直交集成板のJAS︓⽤語の定義

森林総合研究所 宮武敦⽒提供

Forestry and Forest Products Research Ins

• ラミナの等級区分
M30、M60、M90、M120

• ラミナのたて継ぎ・幅はぎ

•

•

• 積層接着/接着剤塗布

ラミナ組合せ/層構成

仕上げ・梱包

10
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0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

0.250

‐2 ‐3 ‐4 ‐5 ‐6 ‐7 ‐8 ‐9 ‐10 ‐11 ‐12

頻
度

（
％

）

曲げヤング係数 (kN/mm2)

上位等級

下位等級

ラミナの等級区分と構成

17

外層⽤ 内層⽤

上位等級
下位等級

森林総合研究所 宮武敦⽒提供

橋梁床版としてのCLT
⼊⼿できるCLTの仕様

18

接着剤 厚さ × 短辺× ⻑辺
（単位︓mm） ⼯場所在地

レゾルシノール系 ⼜は

⽔性⾼分⼦イソシアネート系樹脂

60〜210 × 1,200 × 6,250
36〜450 × 1,200 × 8,350
36〜270 × 2,000 × 8,500
90〜270 × 1,250 × 6,200
90〜270 × 2,600 × 6,000
60〜400 × 3,000 × 12,000
36〜450 × 2,000 × 4,000

北海道
宮城県
秋⽥県
⽯川県
岡⼭県
愛媛県
⿅児島県

⽔性⾼分⼦イソシアネート系樹脂 60〜270 × 3,000 × 12,000
36〜 90 × 1,250 × 4,000

岡⼭県
⿃取県

標準的⼨法は
樹種は

〜270 × 1,200 × 6,000
スギ、ヒノキなど（要⼯場確認）

森林総合研究所 宮武敦⽒提供
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橋梁床版としてのCLT
JASにない層構成・仕様の活⽤

19森林総合研究所 宮武敦⽒提供

ＣＬＴの土木利用への取り組み

京都大学生存圏研究所 特任教授
秋田県立大学 名誉教授

林知行
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CLT床版を用いた橋梁のイメージ

実証試験～林道橋の試験施工～

実験橋一般図

橋長7m、有効幅員3.5m、設計荷重：14t（2等林道橋）

21

CLT床版の防水処理（４種類）

22
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石倉沢橋の施工（平成29年3月9日：CLT床版の架設）

木高研試験棟より搬出（3月8日）
クレーンによりCLT床版の架設

床版目地の止水処理CLT床版の固定
23

石倉沢橋の施工（平成29年3月16日：舗装工事）

舗装前 防水工（PCM）の施工

アスファルト舗装完了
24
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CLT床版を用いた橋梁のイメージ

実証試験～農道橋の試験施工～

実験橋一般図

橋長10m、有効幅員3.0m、設計荷重：4t

25

120 3@1070=3210 120

200
5
0
0

150 有効幅員 3300 150

橋梁全幅 3600

1
5
0

1
5
0

アスファルト舗装
t=50mm

CLT床版
t=120mm

既設主桁
H形鋼

２号橋

26

CLT床版の設置
（13t吊クレーン）
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27

設計荷重（4tf）相当のトラックを用いた載荷試験
2018年6月実施

試験車両（4tf）の載荷に対して、最大たわみ（鋼桁
の中央）は1.5mmと十分な性能を示した。

既設のCLT床版橋の耐久性
調査（2020年10月5日、6日）

秋田県仙北市
秋田県大仙市

秋田県秋田市
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土木学会令和3年度全国大会 研究討論会

新しい木質材料CLTの床版利用を考える

～国内外の事例と課題
福岡大学 渡辺 浩

CLT床版橋の1号事例（秋田県仙北市）

1. CLT床版を使用した１号事例
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2. CLT床版のよいところ、よくないところ

○ 圧倒的に軽い ・・・重さはRCの1/6

○ 強度は十分 ・・・コンクリートに匹敵／鉄筋もいらない

○ 疲労がない ・・・そもそも木材は疲労しない

□ 事例が少ない ・・・今後に期待

□ 温度変化がない ・・・他材料との相性は

△ ヤング係数が小さい ・・・強度はまずまずなのに

△ 水分で変形する ・・・吸水すると膨張

△ 耐久性 ・・・！

通常は防腐剤加圧注入処理だが

RC橋の補強事例（宮城県 林道登米東和線）

3. RC橋の補強の事例①
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4. RC橋の補強の事例②

1966年竣工、橋長10.6mのRC橋に災害復旧事業で10トン車を通過させたい

2年間のみの使用

1年経過で損傷はない 費用は敷鉄板の倍程度

「林道」2021.2,3,p130,
林道研究会

歩道吊橋（オーストリア・フェルトバッハ）

5. オーストリアの木橋の例①
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6. オーストリアの木橋の例②

G.SCHICKHOFER et al., 5th International Conference Footbridges 2014

7. オーストリアの木橋の例③
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8. オーストリアの木橋の例④

歩道トラス橋（オーストリア・グロスヴィルファースドルフ）

9. オーストリアの木橋の例④

歩道トラス橋（オーストリア・グロスヴィルファースドルフ）
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10. 仮設橋へのCLTの利用

TerraCross™ Bridge（米Sterling社）

11. 最新のCLT床版橋の事例①

鹿児島県庁外周園路の木橋（2021年更新）

撮影：原田浩司氏

旧橋（1996年架設）
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12. 最新のCLT床版橋の事例②

林野庁補助事業研究成果報告書, 山佐木材㈱､ 2021.2

13. 最新のCLT床版橋の事例③

林野庁補助事業研究成果報告書, 山佐木材㈱､ 2021.2
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CLTの耐久性向上技術
CLTの防腐処理（保存処理）について

北海道立総合研究機構 林産試験場
宮内 輝久

木材・木質材料

酸素

水

温
度

腐朽

木材・木質材料の腐朽を防ぐには

●腐朽の発生には栄養（木材）、温度、酸素、水分が必要
●温度や酸素を制御することは困難→水分の制御、防腐処理によって防ぐ

防水シート、床下換気、通気構法 防腐処理（塗布、浸漬、加圧注入）
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木材・木質材料の加圧注入処理

環境パイル：軟弱地盤改良用の木杭（加圧注入処理材）

住宅の土台・柱 動物等の立入（侵入）防止柵

木製の歩道

青い森総合建設株式会社
https://www.aoimorisk-breathhomes.com/

「環境パイル工法パンフレット」

木材・木質材料の加圧注入処理について

性能区分 想定される木材の使用環境 具体的例

K1 屋内の乾燥した条件で腐朽・蟻害の恐れ
のない場所で，乾材害虫に対して防虫性
能のみを必要とするもの

外気に接しない乾燥した状態でヒラタキ
クイムシの被害を防止する

K2 低温で腐朽や蟻害の恐れの少ない条件下
で高度の耐久性の期待できるもの

寒冷地の住宅の土台や外壁、屋外の非接
地使用の処理木材

K3 通常の腐朽・蟻害の恐れのある条件下で
高度の耐久性の期待できるもの

住宅の土台や外壁、屋外の
非接地使用の処理木材

K4 通常より激しい腐朽・蟻害の恐れのある
条件下で高度の耐久性の期待できるもの

地面に接地した状態で使用
する屋外使用の処理木材

K5 極度に腐朽・蟻害の恐れのある環境下で
高度の耐久性の期待できるもの

電柱、枕木、海水中での使用等、極めて
高い耐久性を要するもの

対象面積

木材保存剤が浸透した面積
×100

単位体積

有効成分量

浸潤度(％)：処理後の木材断面の全面積のうち
木材保存剤が浸潤した部分の面積

吸収量(Kg/m3)：処理された木材単位体積中の
有効成分量
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JASの性能区分 青字：水溶性、赤字：油性・油溶性

K2～K4

①第四級アンモニウム化合物系、③銅・アゾール化合物系、④ほう
素・第四級アンモニウム化合物系、⑤第四級アンモニウム化合物・非
エステルピレスロイド化合物系、⑥脂肪酸金属塩系（乳化性）、⑦ア
ゾール・ネオニコチノイド化合物系、⑧ナフテン酸金属塩系、⑨クレ
オソート油（K4以上）

K5 ②銅・第四級アンモニウム化合物系、⑥脂肪酸金属塩系（乳化性）⑦
脂肪酸金属塩系、⑧ナフテン酸金属塩系、⑨クレオソート油

⑧，⑨は鉄道枕木に使用されている

性能区分 想定される木材の使用環境 具体的例

K1 屋内の乾燥した条件で腐朽・蟻害の恐れ
のない場所で，乾材害虫に対して防虫性
能のみを必要とするもの

外気に接しない乾燥した状態でヒラタキクイ
ムシの被害を防止する

K2 低温で腐朽や蟻害の恐れの少ない条件下
で高度の耐久性の期待できるもの

寒冷地の住宅の土台や外壁、屋外の非接地使
用の処理木材

K3 通常の腐朽・蟻害の恐れのある条件下で
高度の耐久性の期待できるもの

住宅の土台や外壁、屋外の
非接地使用の処理木材

K4 通常より激しい腐朽・蟻害の恐れのある
条件下で高度の耐久性の期待できるもの

地面に接地した状態で使用
する屋外使用の処理木材

K5 極度に腐朽・蟻害の恐れのある環境下で
高度の耐久性の期待できるもの

電柱、枕木、海水中での使用等、極めて高い
耐久性を要するもの

保存処理

CLT

積層接着 加圧注入処理

ラミナ

製品処理：パネル化後に加圧注入処理を実施する

×水系：木材の膨潤による材料性能の低下
○油性・油溶性：膨潤性がない

CLTの加圧注入処理（主に建築用途を想定した開発）

油性（油溶性）の薬剤

水性（水溶性）の薬剤

国内最大級の注薬缶（直径３mクラス）
・幅2.2m（一般的な装置の約2倍）×長さ9.3mに対応可能
・現在はK3相当の処理（建築用）に対応
・油溶性薬剤：AZN

＊写真：兼松サステックニュースリリース（2020年11月5
日）より
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CLTの加圧注入処理（主に建築用途を想定した開発）

油性（油溶性）の薬剤
（一部を除く）

水性（水溶性）の薬剤加圧注入処

理
保存処理CLT再乾燥

たて継ぎ・仕上げ切

削

積層接着

ラフラミナ

ラミナ処理：加圧注入処理を行ったラミナを使ってパネル化する

○水系：接着性能への影響が少ない
×油性・油溶性：初期の接着性能への影響が大きい

（一部を除く：AZN）

処理ラミナを用いたCLTの製造の様子
・幅約2000×長さ約4000㎜
・写真は直行層のラミナ

処理ラミナを用いたCLTの断面
・幅約1000×長さ約2000㎜で製造

CLTの加圧注入処理（土木利用を想定した開発（進行中））

性能区分 想定される木材の使用環境 具体的例

K4 通常より激しい腐朽・蟻害の恐れのある
条件下で高度の耐久性の期待できるもの

地面に接地した状態で使用
する屋外使用の処理木材

K5 極度に腐朽・蟻害の恐れのある環境下で
高度の耐久性の期待できるもの

電柱、まくら木、海水中での使用等、極め
て高い耐久性を要するもの

●鉄道のまくら木に使用されている油性の薬剤
であるナフテン酸銅とクレオソート油を使用

●接着性能への影響を考慮して製品処理
●薬剤の浸潤を高めるためのインサイジング処

理の実施

ナフテン酸銅で処理されたまくら木

インサイジング処理
による切込み

インサイジング処理
材の表面に細かい切り込みを適当な間隔で入

れることで、薬剤の浸透（浸潤）を高める処理

（株）ヤスジマ
https://yasujima.co.jp/
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インサイジングされたラミナを使ったCLT
（3層3プライ、厚さ90×幅900×長さ1810㎜）

CLT試験体（90×420×800㎜）

ナフテン酸銅とクレオソート油を用いたCLTの製品処理（加圧注入）の検討

加圧注入処理

加圧注入処理

ナフテン酸銅（中央断面）

クレオソート油（中央断面）

中央断面

その他の処理方法との比較 ナフテン酸銅

加圧注⼊処理

浸漬処理

塗布処理

・加圧注入処理：試験体全面が浸潤
・浸漬・塗布処理：インサイジング部位とラミナ
の間隙に薬剤が浸潤

・いずれの処理も吸水性を抑える効果あり
⇒用途によってはこれらの処理で充分

ラッピングの併用

CLT工場で製造したインサイジングラミナ
を用いたCLT（約2000×8000㎜）
（場所：銘建工業（株）CLT工場）

CLTの塗布・浸漬処理の事例
（建築用途の処理）
（場所：（株）ザイエンス 広島製造所）
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奥大谷林道1号橋（赤平）

・路 線 名：奥大谷沢線
・橋 梁 名：1 号橋
・竣 工 年：1980 年（昭和55 年）、約41 年経過
・橋 長：6.80m
・幅 員：3.80m（全幅）
・耐荷荷重 ：9t
・上部工構造：H 鋼桁（主桁、横桁、縦桁）＋木床板
・下部工構造：逆T 式橋台（推定）

●R5年度に改修工事の予定
●鋼製の桁を残し、床版としてCLTを使
う方向で計画されている

●加圧注入処理などの薬剤処理、ラッ
ピング処理など、CLTの仕様について
検討中

現況調査の様子（令和2年10ごろ月）

林道橋（道有林）改修での保存処理CLTの利用計画

(株)横河ブリッジホールディングスとヤマハ発動機
(株)は共同で、バルサ材とGFRPを組み合わせた複合
パネルを歩道橋⽤の床版パネルとして開発している。

軽さを活かした⽊質系材料の床版利⽤

(株)横河ブリッジホールディングス提供 ⽯井博典⽒提
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地中使⽤⽊材の耐久性と耐震性
研究⼩委員会
活動報告

令和4年5⽉16⽇（⽉）

地中使⽤⽊材の耐久性と耐震性研究⼩委員会
末次⼤輔（宮崎⼤学）

地中使⽤⽊材の耐久性と耐震性研究⼩委員会

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 2

• 活動⽬的
• 地中使⽤⽊材の健全性調査の⽅法の整備
• ⽊材の基礎としての性能や効果に関する調査

• 活動内容
• 活動期間︓2019年~2021年度（3年間）
• 地中使⽤⽊材の健全性調査に関する各種データの収集（WG１）
• 既存マニュアル類の調査と地震による丸太の被害調査（WG２）
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研究⼩委員会の構成メンバー（20名）
委員⻑

末次⼤輔（宮崎⼤学）

副委員⻑
⼭⽥昌郎（港湾空港技術研究所）

幹事
秋⽥寛⼰（防災科学技術研究所）、三村佳織（住友林業）

委員
⽔⾕⽺介（兼松サステック），原忠（⾼知⼤学），桃原郁夫（森林総
研），池⽥浩明（昭和マテリアル），植⽥謙三（近畿測量設計），久
保光（福井県），鈴⽊博（寒⾵），⼿塚⼤介（兼松サステック），冨
澤幸⼀（北武コンサル），中村裕昭（地域環境研究所），沼⽥淳紀
（⾶島建設），森満範（北海道総研），吉⽥雅穂（福井⾼専），尾崎
健⼀郎（熊⾕組），⻄岡英俊（中央⼤学），浦野和彦（安藤ハザマ）

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 3

• WG1メンバー
• 主査︓秋⽥寛⼰（防災科学技術研究所）
• 委員︓⼭⽥委員，⼿塚⼤介，原忠，⽔⾕⽺介，三村佳織，桃原郁夫，

森満範，吉⽥雅穂、末次⼤輔

• 活動内容
• 地中・⽔中使⽤⽊材（⽊杭等）の健全性調査⽅法の検討に参考とな

る資料を収集・整理する。

• 資料整理⽅法
• 国内・海外の調査事例（地中・⽔中で使⽤された⽊材の調査結果の

報告）と参考資料（実験報告，総説など）のリストを作成。

地中・⽔中使⽤⽊材の健全性調査事例のアーカイブ化

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 4

64



• 地中・⽔中使⽤⽊材の健全性調査事例（国内）

調査事例リストの記載事項
著者
発行年
文献題目
掲載誌名，巻（号），頁
健全性調査方法
木材用途
樹種
経過年数
調査結果
木材使用地点
周辺条件
木材と水位の関係
URL

地中・⽔中使⽤⽊材の健全性調査事例のアーカイブ化

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 5

• 地中・⽔中使⽤⽊材の健全性調査事例（海外）

調査事例リストの記載事項
著者
発行年
文献題目
掲載誌名，巻（号），頁
健全性調査方法
木材用途
樹種
経過年数
調査結果
木材使用地点
周辺条件
木材と水位の関係
URL

地中・⽔中使⽤⽊材の健全性調査事例のアーカイブ化

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 6
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参考資料リストの記載事項
著者
発行年
文献題目
掲載誌名，巻（号），頁
摘要
URL

地中・⽔中使⽤⽊材の健全性調査事例のアーカイブ化

• 地中・⽔中使⽤⽊材の健全性調査に関連する⽂献（国内）

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 7

• 地中・⽔中使⽤⽊材の健全性調査に関連する⽂献（海外）

参考資料リストの記載事項
著者
発行年
文献題目
掲載誌名，巻（号），頁
摘要
URL

リスト化した⽂献︓66件
(2022年3⽉現在)

今後も⽂献を追加するととも
に，⼩委員会HPに掲載予定

地中・⽔中使⽤⽊材の健全性調査事例のアーカイブ化

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 8
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過去地震被災地等における地中使⽤⽊材の性能評価に
関する事例調査

• WG2メンバー
• 主査︓尾崎健⼀郎（熊⾕組）
• 委員︓原忠，末次⼤輔，⽔⾕⽺介，吉⽥雅穂，沼⽥淳紀，池⽥浩明，

植⽥謙三，久保光，浦野和彦，冨澤幸⼀，⻄岡英俊，中村裕昭

• 活動内容
1. ⽊杭を対象とした設計基準類の調査

• 既往の設計基準類の種類や発⾏年
• 設計の考え⽅（例えば︔鉛直・⽔平⽀持機構，計算モデル，限界値）
• 主要な構造物の設計事例

2. ⽊杭で⽀持された代表的構造物の調査
• 構造物の選定
• 建造物本体や基礎構造の仕様など
• 地震や⾃然災害の被災記録

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 9

• 下記の資料により⼀定の体系化は完了しているため，事例研
究を中⼼に調査を⾏った．

JSCE ⽊材利⽤ライブラリー

『国内の構造物基礎における
⽊材利⽤事例と設計⽅法の変遷』

2012年3⽉
⼟⽊学会⽊材⼯学特別委員会

⼟⽊における⽊材の利⽤拡⼤に関する横断的研究会

⽊杭を対象とした設計基準類の調査

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 10

67



竣⼯年，準拠基準類，基礎形式
に係る⼀覧表【北海道開発局管内69橋】

⽊杭を対象とした設計基準類の調査（⼀例）

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 11

• 基礎形式や構造仕様などの情報が確認できる構造物を対象に，
⼤きな地震等の⾃然災害による被災記録（状況）を収集・整
理した.

施設名 場 所 地震履歴 被害の状況

新潟駅本屋 新潟市 新潟地震
（1964） 被害なし（周辺は液状化等）

万代橋 新潟市 新潟地震
（1964） 側⽅流動による橋台の沈下

秋⽥港本港地区物揚場 秋⽥市 ⽇本海中部地震
（1983）

⽀保⼯・控え杭の傾斜，護岸
の変形，噴砂

幸橋 福井市 福井地震
（1948）

橋脚は被害なし
橋台はき裂・傾斜，周辺液状
化

東京駅 東京都
千代⽥区

⼤正関東地震
（1923 関東⼤震災） 被害なし

⽊杭で⽀持された代表的構造物の調査

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 12
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• 丸太によって⽀えられた構造物の地震・液状化履歴リスト

・ 施設名，構造概要，場所
・ 丸太径，⻑さ，打設間隔，樹種
・ 対象地震，地震規模（震度，マグニチュード）
・ 地盤情報
・ 構造物の被害状況，周辺地域の液状化等
・ 参考⽂献
・ その他

⽊杭で⽀持された代表的構造物の調査

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 13

• 丸太によって⽀えられた構造物の地震・液状化履歴リスト
情報整理

・ 施設名，構造概要
・ 構造種別（⼤分類，中分類）
・ 建設時期
・ 杭⻑（グルーピング）
・ 地震情報（地震名，発⽣時期，規模）
・ 被害の状況（有無，液状化等，変状種別，⼆次被害の有無，⽊杭
の効果など）

⽊杭で⽀持された代表的構造物の調査

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 14
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話題提供・意⾒交換
• 外部講師や委員会メンバーから，本⼩委員会の調査研究に関

連する講演をいただき，意⾒交換を⾏った．

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 15

話題提供者 題⽬ 実施⽇
堀澤 栄⽒
⾼知⼯科⼤学

地下環境における⽊材⽣物分解に関与する微
⽣物群集 R3.6.24

久保島吉貴⽒
森林総合研究所 ⽊材のヤング率の⾮破壊測定 R3.9.1

吉⽥雅穂⽒
福井⼯業⾼等専⾨学校 福井地震を経験した⽊杭基礎構造物の調査 R4.1.13

沼⽥淳紀⽒
⾶島建設（株）

⽊杭基礎の地震時液状化地帯における事例
−1964年新潟地震における旧国鉄新潟駅− R4.4.28

今後の活動予定
調査研究活動

• 健全性調査に関する事例収集の実施（WG１）
• ⽊杭の耐震性と設計に関する調査の継続実施（WG２）

研究⼩委員会の開催
• ６回/年の開催
• ⽊材の地中使⽤に関する話題提供と意⾒交換
• 現場⾒学会（予定）

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 16
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次期研究⼩委員会の委員募集
• 次期研究⼩委員会の⽴ち上げ

• 現⼩委員会の活動を継続する次期⼩委員会を設置
• 活動期間︓2022年6⽉〜2025年5⽉

• 次期研究⼩委員会の委員を募集します．
• ⽊材の地中利⽤に関⼼のある⽅は，是⾮ご参加ください．
• 参加を希望する⽅は下記までご連絡ください．

• 末次⼤輔（地中使⽤⽊材の耐久性と耐震性研究⼩委員会）
• E-mail: suetsugu@cc.miyazaki-u.ac.jp

2022/5/16 第12回⽊材利⽤シンポジウム 17
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第12回⽊材利⽤シンポジウム
第2部 ⽊材⼯学委員会活動報告
⼩委員会報告

⽊製建設資材に関する
研究⼩委員会

1

所属メンバー 2

加藤（森林総研） ⽊村（JRSE） 町⽥（群⾺県） 池⽥
（安藤ハザマ）

今井
（道総研林産試）

内倉
（九州⽊材⼯業） 奥原（⻑野県） ⼤本（熊⾕組）

笠間
（寒地⼟⽊研究所） 新藤（森林総研） ⽥⼝（東急建設） 原⽥

（東京インキ）

東野（⼤林組） 溝渕
（⽇出⽔道機器） 桃原（森林総研） ⼭⼝

（越井⽊材⼯業）

吉⽥貴紘
（森林総研） 岩川（愛知県）

落合
（⽇本森林技術協

会）

⿊川
（国⼟防災技術）

⽟井（森林総研） 野⽥
（秋⽥県⽴⼤） 原（⾼知⼤） ⼭⼝（⻑野県）

吉⽥宰
（越井⽊材）

⼭名（林野庁）
オブザーバ

⽬⿊（林野庁）
オブザーバ

27名
（令和4年3⽉現在）
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2021年度の主な活動

メンバーによる話題提供
メンバーが取り組んでいる課題を取り上げ，
5回実施（1回当たり3課題）

新刊本「知っておきたい⼟⽊と⽊材の
はなしQ＆A（仮題）」の対応⽅針

⼩委員会活動の再検討
⾒学会の実施⽅法
外部識者による話題提供
（治⼭，⽊材利⽤，⽊塀・⽊柵，PPP・PFI）

3

メンバーによる話題提供（2021/4/23）
4

1. 北海道型⽊製ガードレールの最新情報と⽊部材
のリサイクル利⽤について

今井委員（北海道林産試験場）

2. 南松本駅の⽊造新駅舎、⻑野県内における森林
環境贈与税の事例

奥原委員（⻑野県林業総合センター）

3. ⽊材チップを⽤いた法⾯緑化
杉本様（⼤林組技術研究所研究⽀援推進部）
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メンバーによる話題提供（2021/6/25）
5

4. ⽊質チップ舗装の⻑寿命化とリサイクル
吉⽥委員（森林総研）

5. ⽊質材料接合部への鋳鉄利活⽤
溝渕幹事（⽇出⽔道機器）

6. ジオセルを⽤いた⼯法紹介
原⽥委員（東京インキ）

メンバーによる話題提供（2021/8/26）
6

7. ⽊製浮き基礎⼯法
⼭⼝委員（越井⽊材）

8. コンセッション事業における⽊材利⽤の現状と
今後の⽅向性

⽥⼝委員（東急建設）

9. ⼟⽊分野での⽊材利⽤の課題と可能性に関する
考察と提案について

笠間委員（寒地⼟⽊研究所）
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メンバーによる話題提供（2021/10/20）
7

10.熊⾕組の⼟⽊･建築分野における⽊への取り組み
⼤本委員（熊⾕組）

11.野外試験（杭試験）による⽊材の耐久性評価
桃原委員（森林総研）

12.鉄道における⽊材利⽤
新藤委員（森林総研）

メンバーによる話題提供（2022/1/28）
8

13.⼟⽊学会選奨⼟⽊遺産およびウッドデザイン賞
の⼟⽊⽤⽊材受賞事例の紹介

池⽥委員（安藤ハザマ）

14.鉄道分野での⽊材利⽤について
⽊村委員（（株）JR総研エンジニアリング）

15.坪⽑沢⽊堰堤について
野⽥委員（秋⽥県⽴⼤学）
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まとめ 9

メンバーによる話題提供︓効果的
情報共有や課題を把握する上で有効
⼀⽅、事例は極めて限定的でクローズド

⼟⽊分野での⽊材利⽤︓認識あり
課題は事例と耐久性の整理

⼟⽊利⽤と⽊材⽣産︓⼀層の連携
更新周期、持続的な健全性維持

継続的な事例収集や現地調査を実施
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※本誌掲載内容の無断転載を禁じます。

202２年度 

土木における木材の利用拡大に関する横断的研究報告書 

（第 12 回木材利用シンポジウム講演要旨集） 

編集・発行 

土木における木材の利用拡大に関する横断的研究会 
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